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（前任：李猛・山東省党委常務委
員・政法委書記）
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徳州市概況

【基礎情報】（2025年）

⚫ 人口：542.66万人（省内9/16位）

⚫  面積：10358㎢ （省内7/16位）

⚫ ＧＤＰ：4214.6億元（省内10/16位）

【党委書記 田衛東】 【市長 朱開国】

2026年4月

【歴史的エピソード】

◆歴史上、京杭大運河の重要な埠頭、交通の要所（九達天衢）と呼ばれた。
◆近代に入り河北省の管轄期を経て1994年に徳州市に昇格。
◆「徳」は黄河の古い別名(徳水)に由来。「徳州」の名前は随朝から使用。徳州

【日本との関係】

◆友好都市：新居浜市（1992年）
◆ODA:なし
◆斉河県駐日本商務代表処(2018年設立）

【現在の特徴】

◆環渤海経済圏、京津翼経済圏、黄河三角州生態経済区の合流地。
省内で唯一、京津冀（北京、天津、河北）共同発展計画に参画。

◆農業が盛んで、特に小麦やトウモロコシが有名。楽陵市楊安鎮は香辛料
の集散地として有名で「中国味都」と称され、年間販売量は全国市場シェア
の40％以上。
◆スポーツ設備･器材の生産（国内市場の70％）や職業教育（約50校あり）
でも知名度が高い。

◆特産・名物：徳州扒鶏（鶏の煮込み）、保店驢肉（ロバ）、楽陵金絲小棗は
「徳州三宝」と呼ば れる。

【観光地】

◆蘇禄王墓(徳城区)
明の時代（1417年）、友好使節で中国訪問中のスー
ルー王（現フィリピン国内）が当地で病死、朝廷が墳墓
を建造させた。王妃や家来が墓守として当地に残った。

◆海島金山寺（慶雲県）
中国北部で最大の寺院。隋代に建立され唐代に栄
えたが、その後消失し、2003年に地元篤志家により
再建された。



【日本とゆかりのある地・施設】

【グルメ】

◆德州扒鶏

揚げた鶏を長時間煮込んだ料理。国家級無形遺産にも登録され、「天
下第一鶏」と称えられている。元から明の時代にかけて知名度を高めた。
年間の販売量は1億羽以上。

◆徳州・新居浜友好都市記念碑と木造小屋（徳城区）
1998年に新居浜別子ライオンズクラブが日本式木造小屋の建築の
ため、150万円を寄贈。右を記念し小屋付近に記念碑を設置。小屋
は現在当地の書道協会により活用。

◆中国金絲小棗文化博物館（楽陵市）
ナツメ専門の博物館。「徐福は日本への渡航前に棗の木を2本
を選び、1本を楽陵（現在の楽陵区）に植え、もう1本を日本に栽

培した」という徐福エピソードも紹介。

◆楽陵市調味品博物館（楽陵市）
2022年開設。楽陵市で加工される1200種以上の香辛料サンプ

ルや現在の産業化に至る歴史等を展示。館内に漂う香辛料の
香りが食欲をそそる。

◆羊腸汤

羊の血を腸にいれて固めた「血腸」を、羊の骨からとったスープで煮込
んだ料理。広く親しまれており、羊腸汤と油餅をセットで食べるのが徳州
の定番朝ご飯。

◆保店驢肉

徳州扒鶏、楽陵金絲小棗にならぶ「徳州三宝」の一つ。新鮮なロバの肉
を特製の香辛料とともに長時間煮込むことで、柔らかく旨味のある風味
となる。山東省では、「天上龍肉、地上驢肉」（ロバ肉こそ地上で食べら
れる肉の中で最もおいしい）と称えられている。
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